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資料 ２

答申素案からの修正（案）

頁 答申案（修正後） 答申素案（修正前） 備 考

1 ＜１「仙台の未来へ」の中段＞

こうした過去に経験したことのない厳しい時代環境を

背景とし、日本社会は「量」の拡大を基調とした物質

的な豊かさを優先する社会から、「質」の向上を重視し

心豊かな生活を志向する社会、すなわち「成熟社会」

へと転換しつつあり、このような価値観の変化に、し

なやかに対応していく、新しい都市づくりの必要性が

増しています。

＜１「仙台の未来へ」の中段＞

こうした時代環境を背景とし、日本社会は「量」の拡

大を基調とした物質的な豊かさを優先する社会から、

「質」の向上を重視し心豊かな生活を志向する社会、

すなわち「成熟社会」へと転換しつつあり、このよう

な価値観の変化に、しなやかに対応していく、新しい

都市づくりの必要性が増しています。

「厳しい現実の認識を」の提言

を踏まえ、表現を修正

1 ＜２「仙台の未来を創る市民力」の導入文の前段＞

仙台は百万市民の集合体であり、その市民一人ひとり

が、学び交流しながら、新しい価値を生み、支え合う

ことが、活力ある成熟した都市を実現し、自らの心の

豊かさにつなげていくために重要です。

＜２「仙台の未来を創る市民力」の導入文の前段＞

仙台は百万市民の集合体であり、その市民一人ひとり

が、学び交流しながら、新しい価値を生み、支え合い、

自らの心の豊かさにつなげていくことが、豊かで成熟

した都市を実現するために重要です。

「市民力の表現の整理を」の提

言を踏まえ、表現を修正

2 ＜３仙台の都市像 学びの都＞

・城下町の歴史的資産や伝統のもとに、創造的な文化

風土を育み、世界性を持つ都市の個性が息づくまち

＜３仙台の都市像 学びの都＞

・城下町の歴史的資産や伝統のもとに、芸術・スポー

ツなどの創造的な文化風土を育み、世界性を持つ都市

の個性が息づくまち

「他にも創造的な文化風土があ

るのではないか」の提言を踏ま

え、都市像全体のバランスを考

慮し、例示を削除

4 ＜２(1)計画期間の人口推計＞

仙台市の夜間人口は、当面微増するものの計画期間後

半にわずかながら減少に転じるものと推計され、期間

末の平成 32 年には 105 万人弱になり、その後も緩やか

に減少すると見込まれます。

人口構成は、高齢人口が平成 32 年には約 25％へと大

幅に上昇する一方、生産年齢人口は約 63％に、年少人

口は約 12％にそれぞれ低下する見込みです。

将来人口は、出生率の推移や社会移動の動向により多

少の変動が想定されるものの、少子高齢化や人口減少

が進展していく見込みであることから、年齢構成の変

化を適切にとらえるとともに、交流人口を含めた人口

の維持・拡大に資する政策の推進に努めていく必要が

あります。

＜（中間案）２(1)＞

本市の夜間人口は、計画期間内に減少を始め、期間末

の平成 32 年には 103 万人弱になり、その後も緩やかに

減少すると見込まれる。

人口構成は、高齢人口が平成 32 年には約 25％へと大

幅に上昇する一方、生産年齢人口は約 63％に、年少人

口は約 12％にそれぞれ低下する。

平成 32 年における仙台都市圏の人口は 146 万人、仙台

市の昼間人口は 112 万人弱と、夜間人口と同様に平成

22 年に比べてわずかに減少すると見込まれる。

以上の推計については、出生率の推移や社会移動の動

向により多少の変動が想定されるが、人口減少の到来

や少子高齢化の進展といった趨勢はほぼ確実と見込ま

れる。

人口規模や年齢構成は、都市のさまざまな面に影響す

ることから、年齢構成の変化を適切に捉えるとともに、

交流人口の拡大を含め、人口の減少傾向を緩和する政

策の推進に努めていく必要がある。

国勢調査の速報値に基づき、改

めて推計を行い、数値・表現を

修正、都市圏人口および昼間人

口については、図表で表示して

いるため、表現を削除

「人口減少を防ぐ視点を」の提

言を踏まえ、表現を修正

※ 「計画期間の人口推計」につ

いては、「中間案」との比較

5 ＜(2)②＞

仙台市においても少子高齢化が急速に進む人口減少時

代が展望されますが、人口の構成や規模は都市のさま

ざまな面に影響を及ぼします。地域において多様化す

る課題への対応や交流人口を拡大する取り組みなど、

魅力・活力の創出や暮らしやすさを高める政策の推進

が重要になります。

＜(2)②＞

仙台市においても少子高齢化が急速に進む人口減少時

代が展望されますが、人口の構成や規模は都市のさま

ざまな面に影響を及ぼします。地域において多様化す

る課題への対応、交流人口も含めた人口の維持・拡大

に資する活力・魅力の創出や暮らしやすさを高める政

策の推進が重要になります。

P4「計画期間の人口推計」の表

現の修正に伴い、表現を整理

5 ＜(3)②支え合いの重視＞

少子高齢化の進行やライフスタイルの変化、コミュニ

ティのつながりの希薄化などにより、市民や地域のニ

ーズが多様化・複雑化するとともに、新たな課題も増

えています。安全に安心して地域で暮らし続けるため

に、誰もが社会とのつながりを持ち、互いに支え合う

ことがますます重要になります。

＜(3)②支え合いの重視＞

少子高齢化が進行する中、市民や地域のニーズは多様

化・複雑化しており、介護や子育てを支援し、災害な

どに備え、安全に安心して地域で暮らし続けるために、

誰もが社会とのつながりを持ち、互いに支え合うこと

がますます重要になります。

「支え合いのイメージを明確

に」の提言を踏まえ、社会問題

など表現を修正

6 ＜３基本計画の位置づけ＞

本計画期間である平成 23 年度からの 10 年間は、人口・

経済・環境・財政などにおける制約が強まることが予

測される国・地方を通じた大きな転換期であり、こう

した厳しい時代に先駆的に対応する都市づくりの必要

性が増しています。

このような認識のもと、この計画期間を未来に責任を

持つ確かな都市経営を実現するための「新たな都市の

システム確立に向けた変革の期間」と位置づけ、仙台

の多彩な資産を生かし、市民の知恵を結集しながら、

新しい時代を先導する都市の仕組みを早急に構築して

＜３基本計画の位置づけ＞

本計画期間である平成 23 年度からの 10 年間は、国・

地方を通じた本格的な成熟社会への大きな転換期にあ

たり、こうした時代に先駆的に対応する都市づくりの

必要性が増しています。

このような認識のもと、この計画期間を「新たな都市

のシステム確立に向けた変革の期間」と位置づけ、仙

台の多彩な資産を生かし、市民の知恵を結集しながら、

新しい時代を牽引する都市の仕組みを早急に構築して

いきます。

「今後 10年の厳しい現実の認識

を」の提言を踏まえ、表現を修

正
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いきます。

9 ＜１(2)②＞

最先端の科学技術をはじめとする学都の独創的な研究

成果や人材を新産業の創出や地域企業の技術・経営革

新など地域経済の活性化につなげる取り組みを進めま

す。

＜１(2)②＞

学都の独創的な研究成果や人材を新産業の創出や地域

企業の技術・経営革新など地域経済の活性化につなげ

る取り組みを進めます。

「学都には科学の要素も重要」

の提言を踏まえ、表現を追加

11 ＜２(2)③④＞

③ 児童虐待の未然防止や早期発見に努め、子どもた

ちが事故や犯罪に巻き込まれないよう安全を見守り、

地域ぐるみで子どもたちの健やかな成長を応援しま

す。

④ 子どもたちが社会性を身につけるための環境整備

や多様な体験・遊びの場づくりを促進するとともに、

子育て支援施設を拠点として、子育て支援団体等への

活動支援に取り組みます。

＜２(2)③④＞

③ 児童虐待の未然防止や早期発見に努め、子どもた

ちが事故や犯罪に巻き込まれないよう安全を見守り、

多様な体験・遊びの場づくりを推進するなど、地域ぐ

るみで子どもたちの健やかな成長を応援します。

④ 子育て支援施設を拠点として、子育て支援団体等

への活動支援に取り組みます。

「社会性を身につけるための環

境整備に言及を」の提言を踏ま

え、表現を追加

11 ＜２(3)導入文＞

災害に強い都市づくりや、感染症の流行拡大に備えた

危機管理体制の充実を図るとともに、犯罪や交通事故、

消費生活や食の安全、情報化の影響などの課題に対応

し、安全で安心な市民生活を守るための対策を推進し

ます。

＜２(3)導入文＞

災害に強い都市づくりや、感染症の流行拡大に備えた

危機管理体制の充実を図るとともに、犯罪や交通事故、

消費生活や食の安全、情報化の進展などの課題に対応

し、安全で安心な市民生活を守るための対策を推進し

ます。

「ネット社会はマイナスの部分

も」の提言を踏まえ、表現を修

正

16 ＜４(1)④＞

食品加工業や外食産業等との連携による付加価値の高

い商品づくりの支援など、農商工連携の推進や農業の

六次産業化により、農業の活性化を図ります。

＜４(1)④＞

農業の六次産業化や農商工連携の推進による付加価値

の高い商品づくりを支援するなど、農業の活性化を図

ります。

「食品加工などの言及を」の提

言を踏まえ、表現を追加

17 ＜４(3)導入文、①＞

本市の人材力を生かし、クリエイティブ産業や健康福

祉、環境などの成長産業、研究開発型産業などを育成・

誘致することにより、本市の地域経済の自立的・長期

的な発展と雇用の安定的な確保をめざします。

① 創造的人材の獲得や育成を図るとともに、創造活

動により生まれる価値を各種ビジネスに結びつけるな

ど、さまざまな製品やサービスに新たな可能性をもた

らすクリエイティブ産業の活性化を図ります。

＜４(3)導入文、①＞

本市の人材力を生かし、本市に強みのあるクリエイテ

ィブ産業や健康福祉、環境などの成長産業、研究開発

型産業などを育成・誘致することにより、本市の地域

経済の自立的・長期的な発展と雇用の安定的な確保を

めざします。

① 創造的人材の獲得や育成を通じ、クリエイティブ

産業などの活性化を図ります。

「クリエイティブ産業を広く捉

えるべき」の提言を踏まえ、創

造活動や新たな可能性など表現

を追加

21 ＜２(2)②＞（３番目から１番目へ移動）

○市役所全体で地域に関する情報の共有や連携調整の

充実を図り、地域の実情・課題を踏まえた適切な施策

の推進や分かりやすい説明に努めるなど、地域の視点

を重視した取り組みを進めます。

＜２(2)②＞

○本庁における地域の視点をこれまで以上に強め、区

役所との情報共有化や連携調整の充実を図りながら、

地域の実情や課題についての現場に出向いた掌握と適

切な施策推進、地域における課題対応の分かりやすい

説明、区役所との情報共有化や効果的な連携調整など

に取り組みます。

より分かりやすく適切な表現に

修正

26 ＜第３章導入文の後段＞

体系の第１は、「未来を育み創造する学びの都」「支え

合う健やかな共生の都」に関連する「学びの都・共生

の都の実現をめざす分野」、第２は、「自然と調和し持

続可能な潤いの都」「東北を支え広く交流する活力の

都」に関連する「潤いの都・活力の都をめざす分野」

とします。

＜第３章導入文の後段＞

体系の第１は、市民に身近な暮らしや地域に関連する

「学びの都・共生の都の実現をめざす分野」、第２は、

都市構造・環境や都市全体の魅力・活力づくりに関連

した「潤いの都・活力の都をめざす分野」とします。

より適切な表現に修正

26

27

33

＜１(3)名称＞

文化芸術やスポーツを生かした都市づくり

＜１(3)名称＞

個性を育む豊かな都市文化づくり

「基本的施策にふさわしい名称

を」の提言を踏まえ、基本的施

策にあった名称に表現を修正

27

33

① 市民の創造性を生かす文化芸術の振興

② 市民の健やかさを生み出すスポーツの振興

① 市民の健やかさを生み出すスポーツの振興

② 市民の創造性を生かす文化芸術の振興

基本構想にあわせ、文化芸術、

スポーツの順に整理

29 ＜１(1)②＞

○市民が生涯を通じて学ぶことができるよう、博物館

や科学館などの機能の充実を図ります。

＜１(1)②＞

○市民が生涯を通じて学ぶことができるよう、博物館

や科学館などの生涯学習施設の機能の充実を図りま

す。

「②全体の整理を」の提言を踏

まえ、誤解を招かないよう表現

を修正

29 ＜１(1)②＞

○図書館について、レファレンス機能の強化や、地域

情報の蓄積・発信などを進めるとともに、高齢者や障

害者、外国人などへのサービスの充実や、身近な市民

センターでの図書サービスの拡充に取り組みます。

＜１(1)②＞

○図書館が地域や市民に役立つよう、レファレンス機

能の強化や、情報化社会に対応するデジタル情報の充

実、地域情報の蓄積・発信などを進めます。

○高齢者や障害者、外国人などへのサービスの充実を

図るとともに、身近な市民センターでの図書サービス

の拡充を進めるなど、誰もが利用しやすい図書館のサ

「②全体の整理を」の提言を踏

まえ、バランスを考慮し、図書

館が１項目となるよう表現を修

正
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ービスの充実を図ります。

29 ＜１(1)③＞

○学びの成果を活用し、学びの活動を広げるボランテ

ィアを育成するとともに、その活躍の場を広げるため

の仕組みづくりを進めます。

＜１(1)③＞

○学びの成果を活用し、学びの活動を広げる市民学芸

員や学びのボランティアを育成するとともに、その活

躍の場を広げるための仕組みづくりを進めます。

より適切な表現に修正

31 ＜１(2)①＞

○健やかな体の育成に向けて、１日３食をバランスよ

く食べる食習慣、体力向上につながる運動習慣、早寝

早起きなどの規則正しい生活習慣の確立に向けた総合

的な取り組みを進めます。

＜１(2)①＞

○健やかな体の育成に向けて、バランスよく食べる食

習慣、体力向上につながる運動習慣、規則正しい生活

習慣の確立に向けた総合的な取り組みを進めます。

「分かりやすい表現を」の提言

を踏まえ、具体の表現を追加

33 ＜１(3)基本目標＞

◇都市の個性と市民の創造性を生み出す文化芸術の振

興を図ります。

◇都市の魅力となり、市民の生涯を通じた健やかさの

源泉となるスポーツの振興を図ります。

＜１(3)基本目標＞

◇都市の魅力を発信するとともに、市民の生涯を通じ

た健やかさの源泉となるスポーツの振興を図ります。

◇国内外に強い発信力を持つ都市の個性を育むととも

に、都市の創造性を生み出す文化芸術の振興を図りま

す。

基本的施策にあわせ順番の入れ

替え、体系の名称の修正に伴い

表現を修正

39 ＜２(2)③＞

○地域団体や学校などとの連携により防災意識を醸成

しながら、女性や若者、高齢者、障害者などの対象者

ごとに工夫して防災・減災知識の普及啓発を進めると

ともに、消防団活動の充実を図るなど、防災対応力の

向上を図ります。

＜２(2)③＞

○地域団体や学校などとの連携により防災意識を醸成

しながら、女性や若者、高齢者などの対象者ごとに工

夫して防災・減災知識の普及啓発を進めるとともに、

消防団活動の充実を図るなど、防災対応力の向上を図

ります。

「障害者の言及を」の提言を踏

まえ、表現を追加

45 ＜３(2)①＞

○児童クラブ等において、障害等により支援を必要と

する児童に対し、職員の対応力の向上や巡回指導の強

化など、細かな配慮を行うことのできる体制づくりを

進めます。

＜３(2)①＞

○児童クラブ等において、職員のスキルアップや巡回

指導の強化など、障害等により支援を必要とする児童

に対し、細かな配慮を行うことのできる体制づくりを

進めます。

「分かりやすい表現を」の提言

を踏まえ、表現を修正

46 ＜３(2)②＞

○妊婦や乳幼児の健康診査や、全家庭訪問、育児講座

の充実など、母子の健康増進や育児支援の取り組みを

進めます。

＜３(2)②＞

○妊婦や乳幼児の健康診査や全家庭訪問の充実など、

母子の健康増進や育児支援の取り組みを進めます。

「育児講座の言及を」の提言を

踏まえ、表現を追加

46 ＜３(2)②＞

○医療費助成を拡充するなど、子育ての負担軽減を図

ります。

＜３(2)②＞

○医療費助成を拡充するなど、保護者の負担軽減を図

ります。

より適切な表現に修正

46 ＜３(2)②＞

○仕事と生活の調和に向けて、企業に対する育児支援

制度の普及・啓発、男性の育児参加の促進など、子育

てと就労の両立を支援します。

＜３(2)②＞

○企業に対する育児支援制度の普及・啓発、男性の育

児参加の促進など、子育てと就労の両立を支援します。

「ワークライフバランス（仕事

と生活の調和）の視点を」の提

言を踏まえ、表現を追加

50 ＜３(4)③＞

○セルフヘルプ活動やピアサポートなど、障害者が自

らの社会参加や自立を促進するためのグループを育成

し、障害者同士が支え合う活動を推進します。

＜３(4)③＞

○セルフヘルプ活動やピアカウンセリングなど、障害

者が自らの社会参加や自立を促進するためのグループ

を育成し、障害者同士が支え合う活動を推進します。

「ピアサポートに修正を」の提

言を踏まえ、表現を修正

57 ＜２(1)①＞

○防災性の向上、環境負荷の低減、新たな需要への対

応などの観点から、既存建物の改修・更新を促進しま

す。

＜２(1)①＞

○老朽建物などの更新を促進し、新たな業務需要への

対応や良好な市街地環境への改善を図ります。

「誤解の招かない表現を」の提

言を踏まえ、防災性向上など表

現を修正

58 ＜２(1)④＞

○地域の状況に応じ土地区画整理事業などにより都市

基盤を整備し土地の高度利用を図り、魅力ある市街地

の形成を進めるとともに、地区計画などによる地域特

性を生かした土地利用を図ります。

＜２(1)④＞

○土地区画整理事業などにより都市基盤を整備し土地

の高度利用を図り、魅力ある市街地の形成を進めると

ともに、地区計画などによる地域特性を生かした土地

利用を図ります。

「誤解の招かない表現を」の提

言を踏まえ、表現を追加

60 ＜２(2)①＞

○鉄道の利用圏域の拡大や安全性の向上などを図るた

め、新駅の設置や一部区間の高架化など、既存鉄道の

機能強化を検討します。

＜２(2)①＞

○鉄道の利用圏域の拡大や安全性の向上などを図るた

め、既存鉄道の機能強化に取り組みます。

「分かりやすい表現を」の提言

を踏まえ、具体の表現を追加

63 ＜３(1)①＞

○さまざまなイベントなどの情報発信や、企業や大学

などのネットワークの活用など、居住や交流の場とし

て選ばれるよう、シティセールスを幅広く展開します。

＜３(1)①＞

○さまざまなイベントなどの情報発信や、企業や大学

などのネットワークの活用など、シティセールスを幅

広く展開します。

「居住を促進する視点を」の提

言を踏まえ、表現を追加

63 ＜３(1)①＞

○サッカー・野球・バスケットボールのプロスポーツ

の推進、さまざまなスポーツの国際大会や仙台国際ハ

ーフマラソンの開催など、市民がレベルの高い生の感

動を味わう機会を拡大するとともに、躍動感あふれる

まちのイメージを向上させます。

＜３(1)①＞

○Ｊリーグチーム、プロ野球チーム、ｂｊリーグチー

ムのプロスポーツの推進、さまざまなスポーツの国際

大会や仙台国際ハーフマラソンの開催など、市民がレ

ベルの高い生の感動を味わう機会を拡大するととも

に、躍動感あふれるまちのイメージを向上させます。

「分かりやすい表現を」の提言

を踏まえ、一般的な表現に修正

63 ＜３(1)②＞ ＜３(1)②＞ 「もう少し具体のイメージを」
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○県内、山形や福島などの近県の市町村との広域連携

により、集客につながる共同事業を展開し、広域的な

観光ゾーンとしての総合的な魅力の向上を図ります。

○県内や近県の市町村との広域連携により、集客につ

ながる共同事業を展開し、広域的な観光ゾーンとして

の総合的な魅力の向上を図ります。

の提言を踏まえ、具体の表現を

追加

64 ＜３(1)③＞

○大学などの人材やネットワークを活用し、先進的な

研究開発力の向上や世界をターゲットとしたシティセ

ールスなどを推進するとともに、留学生との連携を深

め、本市の魅力を広げる取り組みを進めます。

＜３(1)③＞

○大学などの人材やネットワークを活用し、先進的な

研究開発力の向上や世界をターゲットとしたシティセ

ールスなどを進めます。

「留学生を生かしたまちづくり

の言及を」の提言を踏まえ、表

現を追加

64 ＜３(1)④＞

○学術文化、研究開発、観光・コンベンション、業務・

流通などの都市機能の集積と連結の形成を図り、それ

らと東北地方の人材や豊かな自然、交流資源などの高

いポテンシャルを結びつけ、東北全体のネットワーク

の要として本市および東北の産業の発展を支えていき

ます。

＜３(1)④＞

○東西都市軸における学術文化、研究開発、観光・コ

ンベンション、業務・流通などの都市機能の集積と連

結の形成を図り、それらと東北地方の人材や豊かな自

然、交流資源などの高いポテンシャルを結び付け、東

北全体のネットワークの要として本市および東北の産

業の発展を支えていきます。

「誤解の招かない表現を」の提

言を踏まえ、仙台市全体を示す

よう表現を修正

66 ＜３(2)②＞

○建築設計、デザイン、音楽、コンピュータ・ソフト

ウェアなど、創造活動を製品・サービスに生かすクリ

エイティブ産業の振興を図ります。

○クリエイティブ産業と、既存の製造業や観光業など

との連携を支援し、地域産業の活性化を図ります。

○高い付加価値を生み出す創造的な人材の獲得と育成

を図ります。

＜３(2)②＞

○印刷、デザイン、ＩＴ 、コンテンツ産業など、文化

や芸術を活用したクリエイティブ産業の振興を図ると

ともに、製造業や観光業など他産業との連携を支援し

ます。

○クリエーターやデザイナーなど、高い付加価値を生

み出す創造的な人材の獲得と育成を図ります。

「クリエイティブ産業を広く捉

えるべき」の提言を踏まえ、建

築設計や音楽など表現を修正、

既存産業との連携について、項

目を分割、例示を削除し、より

汎用的な表現に

66 ＜３(2)②＞

○研究開発型施設やソフトウェア業など、本市産業の

競争力を高める産業分野をターゲットに、あすと長町

や青葉山サイエンスパークなどへの国内外からの企業

誘致を図ります。

＜３(2)②＞

○研究開発型施設やソフトウェア業など、本市産業の

競争力を高める産業分野をターゲットに、あすと長町

や青葉山サイエンスパークなどへの企業誘致を図りま

す。

「海外からの言及を」の提言を

踏まえ、表現を追加

67 ＜３(2)⑤＞

○食品加工業や外食産業などとの連携による新たな商

品づくりや、グリーンツーリズムなど、農業と地域産

業との結びつきを強化する農商工連携の取り組みを進

めます。

○地元産農産物の直売などの地産地消や、米や野菜な

どを利用した食品加工など、農業経営の多角化を進め、

農業の六次産業化を推進します。

＜３(2)⑤＞

○地産地消の推進、グリーンツーリズムの推進など、

農業経営の多角化を進め、地域産業の振興を図ります。

○米・麦・大豆や野菜などの地元産の農産物を利用し

た農業の六次産業化や、農商工連携を推進します。

「農商工連携や六次産業化が重

要」の提言を踏まえ、商工業と

の連携など表現を修正

69

77

84

91

99

＜区別計画の推計人口＞

（略）

＜区別計画の推計人口＞

（略）

「区別計画」の人口および世帯

数について、国勢調査の速報値

により修正、ただし、数値が未

確定のため、千人単位の表現に

72

80

87

95

（略） （略） 「マンション単位の地域コミュ

ニティの言及を」の提言を踏ま

え、青葉区・宮城野区・若林区・

太白区に表現を追加

69

～

105

＜区別計画全体＞

（略）

＜区別計画全体＞

（略）

「区別計画」について、分かり

やすい表現に修正など、全体的

に表現を整理

その他の主な文言整理

とりまく⇒取り巻く（P1）、根差し⇒根ざし（P1・2）、ひき付ける⇒ひきつける（P3）、活力・魅力⇒魅力・活力（P5）、学校・家庭・地域⇒家庭・

地域・学校（P9）、ともに⇒共に（P13・16・19・21・69）、文化⇒文化芸術（P16）、結び付け⇒結びつけ（P16）、東西線⇒地下鉄東西線（P17・

96）六丁目地区⇒六丁の目地区（P17）、柔軟・迅速⇒迅速・柔軟（P20）、小・中学校⇒小中学校（P21）、大学・高校⇒高校・大学（P21）、連携・

協働⇒協働・連携（P23）、時代情勢⇒社会経済情勢（P24）、クリエーターなど⇒創造的人材（P28）、身に付ける⇒身につける（P31・36）、空家⇒

空き家（P40）、スキルアップ⇒対応力の向上（P45）、保育所地域子育て支援センターや児童館地域子育て支援室など⇒保育所地域子育て支援セン

ターなど（P46）、省エネルギー・省資源⇒省資源・省エネルギー（P51）、使えるもの⇒使える物（P52）、七北田川や名取川、広瀬川⇒名取川や広

瀬川、七北田川（P54）、km⇒キロメートル（P55）、わかりやすく⇒分かりやすく（P66）、複雑化・多様化⇒多様化・複雑化（P70・72）、事業者

⇒企業（P71）、実状⇒実情（P71・74・75・102）、街⇒まち（P73）、東西連絡自由通路⇒東西自由通路（P73）、貨物取り扱い量⇒貨物取扱量（P77）、

歴史文化資源⇒歴史的・文化的資源（P84）、道路橋⇒橋（P86）、交通事故や犯罪⇒犯罪や交通事故（P86）、区民⇒市民（P87）、小売商業⇒小売業

（P88）、地域⇒地区（P88）、ｂｊリーグの⇒プロバスケットボールチームの（P91）、子育て支援センター⇒保育所地域子育て支援センター（P93・

102・104）親子通園施設⇒障害児通園施設（P93）、伝承⇒継承（P93）、及び⇒および（P95）、町内会や大学、地域団体⇒町内会や大学、関係団体

（P96）、裾野⇒すそ野（P99）、警察、消防などの関係機関⇒警察や消防、関係団体（P102）、街路灯、通学路⇒通学路、街路灯（P102）、ＭＥＭＳ

デバイス⇒ＭＥＭＳ関連機器（P104）


